
 タイ古典舞踊 に関す る研究

一 プ レ ン グ(1)・チ ャ ー ・プ レ ン
グ ・レ ウ及 び

 メ ー ・ポ ッ ト ・レ ッ ク を 中 心 に 一

 中 野 真 紀 子

【研究目的】

 タイの国立舞踊学校では古典舞踊を修得するに

当たり, 舞踊専攻の学生は先ず特定の役柄に選別

される。即ち男子はプラ(男 役), ナーング(女

役), ヤック(鬼), リング(猿)の 四役に, 女

子はプラ, ナーングの二役に選別 され, 専門的な

教育が施され伝統的な舞踊芸術が伝承 されている。

そこで夫々の役柄の根本をなす基礎練習を分析 し

その目的や効果を見極めることは, タイ古典舞踊

の根底に流れるものを探る上で重要であると考え

る。 しか しタイ舞踊の形態やフォーク系の舞踊に

ついては報告されているものの, 古典舞踊の基本

について構造や動作を分析 したものは報告されて

いない。

 本研究では, プラとナーング(写 真1)の 二役

に関 して初歩的段階で踊られる練習曲"プ レング・

チャー ・プレング ・レウ"(プ レングは曲, チャ
ーとレウは夫々速い, 遅い, の意)及 び"メ ー ・

ポット・レック"(メ ー ・ポッ トは舞踊の基本の

型, レックは小 さい, の意)に 注 目し, 舞踊の構

造を解明 し動作分析を行って運動特性や表現性に

っいて考察 し, 基礎的な資料を得 ることを目的と

する。

【研究方法】

1.文 献研究(2)

2.現 地調査 

(1)ユ986年12月 ～1987年1月(2)1987年8月 

(4)同 年11月 (4)1988年7月 

(5)1989年5月 (6)同 年8月

 調査内容は, 種々の舞踊観察, 文献収集, 国立

舞踊学校訪問, 教師へのインタヴューの他, 自ら

タイ舞踊及びタイ語の習得を実践 した。第五回調

査においてプレング・チャー ・プレング ・レウ

(以 後 「作品1」 とする)及 びメー ・ポッ ト・レ

ック(以 後 「作品H」 とする)をVTRに 収録し

た。(3)

3, VTR分 析

 本 研 究 で は 作 品1, 作 品Hと もに, ナ-ン グ

(女 役)の 型 のみ 分 析 を行 っ た。

【結 果 及 び考 察】

〈タ イ古 典 舞 踊 にお け るプ レング ・チ ャー ・プ レ ン

グ ・レウ, メ-・ ポ ッ ト・レックの位 置 付 け 〉

 タ イ古 典 舞 踊 で は, プ ラとナ-ン グの型 に対 し

て 数 十 の基 本 型 が 規 定 され て い る。(4)そ れ らの基

本 型 を連 ね て 踊 りに した もの を メ ー ・ポ ッ トとい

い, それ を マ ス タ ー した段 階 で 舞 踊 家 の第 一 歩 と

され て い る。 そ の段 階 に辿 り着 くた め に プ ラ とナ
ー ン グの 練 習 者 が 最 初 に習 得 す る曲 が, プレング・チ

ャー ・プ レング ・レゥ 「作品i」 で あ る。 これ は ピ ー

パ ー ト(タ イ式 オ ー ケ ス トラ)の 奏 で る曲 と和合

して 踊れ る よ うに な る こ とを 大 きな 目的 と して お

り, 歌 詩 を伴 わ な い 曲 で, 感 情 や 意 味 を表 さ ない

舞 踊 で あ る。 次 に メ ー ・ポ ッ トを 習 得 す る。 これ

に は メー ・ポ ッ ト・レック 「作 晶 置」 とメ-・ ポ ッ

ト ・ヤ イ(ヤ イ は大 き い, の意)が あ る。 作 品 盃

は数+あ る基 本 型 の う ち特 に十 八 の基 本 型 を 基 に

した踊 りで, これ に対 しメー ・ポッ ト・ヤ イは全 て

の基 本 型 を連 ね た 踊 りで あ る。 メ ー ・ポ ッ トは歌

詩 を 伴 っ て お り, 歌 詩 と和 合 して 踊 ることが要求 さ

れ る。 作 品 皿の 習得 後 に メー ・ポ ッ ト・ヤ イに進み, 

そ の段 階 で全 て の 基本 型 を 身 に付 け る こ と に な る。

(文 献1, 2, 3, 4よ り)

〈舞 踊 の構 造>

 VTR及 び文献1, 2, 3よ り先 ず 作 品1, IIの 全

体 構 成 を 見 る。(5)作品1は プ レング ・チ ャーの前半部

分 とプ レング ・レウの後半 部 分(以 後 夫 々 「曲(5)」

「曲(2)」 とす る)に 大 き く分 け られ, 各 々 が 明確

な リズム パ タ-ン を 持 つ。 曲(1)は ゆ っ く りと した

リ ズム, 曲(2)は や や速 め の リズ ムで, 各 々 の リズ

ムパ タ ー ン にの って舞 踊 は 進行 す る。 作 品IIは+

八 の 基 本型 の タ ー ・ラム(6)(舞 踊 の型, ポ ー ズ)の

呼称 が 歌 詩 に な って お り, 舞 踊 は表 示 的 で歌 詩 に

合 わ せ て 進 行 す る。 次 にVTR分 析 に よ る舞踊 の

構 造 に つ い て で あ るが, 作 品1の 曲(1)は リズ ムパ

タ ー ン にの って規 則 的 に タ ー ・ラム が形 成 され て

い く。 夕 一 ・ラムか ら ター ・ラムへ の移 行 で は, 

ゆ っ くり と流 れ るよ うな リ-ラ ー(7)(律動 的 な動 き)

が 観察 で き る。 曲(2)は単 調 な リズムパ タ ー ンの繰

り返 しの な か で, リズ ムを 刻 む ス テ ップ及 び 上半

身 の 反復 運 動 が 主 にな って い る。 作品 πは歌 詩 の

意 味 に合 致 した タ ー ・ラ ムが順 々 に 形成 され 踊ら

れ て い く。 以 上 か ら作 品1の 曲(1)と 作 品IIに お い

て, タ ー ・ラムが 順 々 に 形 成 され て い くとい う構

造 上 の共 通 点 が 見 出 され, 作 品IIの 方 が よ り複雑

で は あ るが, と も に明 確 な 夕 一 ・ラ ム とゆ っ く り

と優 雅 に流 れ る リー ラ-を 観 察 す る こ とが 出 来 た。

〈動 作 分 析 の結 果 〉

 作 品Iの 曲(1)と 作 品 πに お い て1順々 に形 成 され

写 真1

(註: 文 献1の 写 真

 資 料 よ り作 品

 IIの ター ・ラ

 ムの 一 つ を採

 取 し た。)
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踊られていくター ・ラムに注 目した。文献1の 写

真資料を参考にVTRの 動作分析を行 った結果, 

以下のような特徴が見出された。(8)*ター・ラムは

殆 どが左右非対称である。*上 肢はウォング(円, 

カーブ)を 形作る傾向にあり, ポジションか らポ

ジションへの移行は曲線を描 く。*タ ー ・ラムに

おいて下肢は, 膝 と足首が常 に屈曲 しておりリヤ

ム(角)を 形作っている。*腰 は低い位置に保た

れ, "ユート(膝の伸び)一 ユップ(膝 の曲げ)"の

運動が随所に見られる。ター・ラムが形成されるま

えにもユー トをす る傾向があり, ユップと同時に

ター ・ラムが完了す る。*手 の水準は頭 より上に

上がることがなく, 足の運びにおける一歩は自然

に歩 く範囲を越えない。

 以上の分析結果より, 運動特性 と表現性 につい

て以下のように考察 した。

1.上 肢の表現的な技法の発達

 作品1の 曲(1)で, 上肢の技法は単純なものから

複雑なものへと段階的な発展が見られた。また作

品 πでは, 歌詩の意味は身体全体か らなるター ・

ラムで表 されるとはいうものの, 表示的な役割は, 

上肢の多様な形の変化によるところが比重大であ

る。この二曲が基本の練習曲であることを考える

と, タイ古典舞踊において明らかに上肢の技法が

発達 しており, 表現性の拡大 も上肢の技法の複雑

化によるところが大きいと言えよう。ター ・ラム

に見 られる曲(1)から作品 丑への上肢による表現性

の拡大は, 左右の上肢の 般四種の手の形"(資 料

1)と 般規定のポジション"(9)の組合せの多様化

によるものであった。即ち複雑な上肢の技法 も, 

実は極めて規則的で, 明解な構造を持 っているこ

とが判 る。

2 ター ・ラムの形成における 般ユートーユップ"'

 の リズムとダイナミクス

 作品1の 曲(1), 作品 五ともに空間移動が小さ く, 

リズムの暖急の変化 も見 られず, 舞踊は比較的静

的であった。 しかしなが らリーラーか らター ・ラ
ムを形成する過程において, "ユ ートーユツプ"の

リズムに見 られるようにエネルギーの拡散 と収敏

を認めることができる。ゆったりとした動的エネ

ルギーのなかから静的図像的な明確なター ・ラム

を順々と生成 してい く度ごとに, このエネルギー

の"拡 散一収敏"は 認められる。 その リズムと, 

ター ・ラムの左右非対称性, そ して上肢のウォン

グに対す る下肢の リヤムというコントラストとの

融合が, 曲(1)と作品IIに おいてダイナ ミクスを生

み出 していると言えるだろう。

【まとめ】
 以上, 構造分析及び動作分析の結果から, プラ

とナーングのための最初の練習曲である作品1は, 

正確なリズムの獲得と, 特に曲(1)においては正確

なター ・ラムと優雅なリーラーを身に付ける基礎

作りに役立 ち, 作品 πは, 多様なター ・ラムの形

成と表現性の獲得に役立っ練習曲であると理解で

きよう。また作品 巫は練習曲であると同時に, タ

イ古典舞踊のエ ッセ ンスを含んだ曲として, 上演

用の作品としても用い られる。従って この作品を

習熟することによって, タイ古典舞踊のエッセン

スをある程度まで身に付けることができると言え

よう。

 本研究では, プラ(男 役)の 型にまで分析が及

んでおらず, プラとナーングの比較は今後の研究

課題 としたい。

資 料1

[註]

(1)タ イ語のカタカナ表記において, 音声 にな

らない末子音を下付文字にて記した。

(2) 主 要参考文献
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,1979.4.27

2.編,

1928
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,1982
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5、 編,

,1984、4.30

(3)パ フ ォー マ ー はPaitoon Khaemkhang

 (プ ラ)及 びPhusadee Srisumran(ナ ー

 ン グ)。(夫 々国 立 舞 踊 学 校, チ ュ ラ ロ ン コ

 ー ン大 学 教 師。)

(4)タ イ国 文 部 省 芸 術 局 の教 本 で は68型 あ る。

(5)発 表 資 料 一l, 2参 照。

(6)筆 者 が 文 献 よ り読 み 取 っ た と ころ に よ る と, 

 タ イ舞 踊 に お い て タ ー ・ラム は, 身 体 各 部 位

 が 所定 の ポ ジ シ ョン にあ る踊 りの ポ ー ズを 指

 す。

(7)リ ー ラー は美 しい姿 態 の こ とを い う場合 も

 あ る よ うだが, 主 に優 美 な 雰 囲 気 を 具 え た律

 動的 な動 き の意 味 で 使 わ れ て い る。

(8>発 表 資 料 一3, 4参 照。

(9)発 表 資 料 一5参 照。
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